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業績予想の修正に関するお知らせ 

最近の業績動向を踏まえ、平成20年7月18日に公表した業績予想を下記の通り修正いたしましたのでお知らせいたします。

 

記 

（金額の単位：百万円）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
1株当たり四半期純利

益

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 25,500 230 100 0 0.00

今回発表予想(B) 25,500 50 △50 △100 △4.77

増減額(B-A) 0 △180 △180 △100 ―――

増減率(%) 0.0 △78.3 ― ― ―――

（ご参考）前期第2四半期実績 
（平成20年5月期第2四半期）

26,216 280 152 △73 △3.49

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 52,000 600 400 150 7.16

今回発表予想(B) 51,000 400 200 100 4.77

増減額(B-A) △1,000 △200 △200 △50 ―――

増減率(%) △1.9 △33.3 △50.0 △33.3 ―――

（ご参考）前期実績 
（平成20年5月期）

52,835 731 571 145 6.96

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
1株当たり四半期純利

益

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 11,100 △200 △120 △150 △7.16

今回発表予想(B) 11,100 △290 △190 △200 △9.54

増減額(B-A) 0 △90 △70 △50 ―――

増減率(%) 0.0 ― ― ― ―――

（ご参考）前期第2四半期実績 
（平成20年5月期第2四半期）

12,730 △37 86 △305 △14.56

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 23,500 50 100 50 2.39

今回発表予想(B) 23,500 △250 △200 △250 △11.93

増減額(B-A) 0 △300 △300 △300 ―――

増減率(%) 0.0 ― ― ― ―――

（ご参考）前期実績 
（平成20年5月期）

25,605 △76 225 △330 △15.78
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修正の理由 

（１）第２四半期の連結業績予想
 

   売上高につきましては、当初予想の25,500百万円の見込であります。 

   営業利益につきましては、 

  １．国内において景気減速の影響をうけ、車両部品の北米向け受注減及び新製品対応による立ち上げ費用の増加、労務費を中心 

    とする原価削減に時間を要していること、金型の受注減少等の要因で、前回予想比較で悪化すること 

  ２．タイの子会社において、新規受注の車両部品の生産立ち上げ費用が増加していること 

  ３．英国の子会社において、車両部品のモデルチェンジによる受注減による原価の上昇 

  等の要因が重なり、営業利益は50百万円の見込であります。 

   経常利益は、営業利益の減少をうけ△50百万円、四半期純利益は△100百万円となる見込であります。 

 

（２）通期の連結業績予想 

   第２四半期の業績予想をふまえ、売上高につきましては、当初予想比較1,000百万円減の51,000百万円、利益面につきましては、 

  当社の減益が影響し、営業利益は400百万円、経常利益は200百万円、当期純利益は100百万円の見込であります。 

 

（３）第２四半期の個別業績予想 

   売上高につきましては、金型の受注減はあるものの、車両部品や複写機用部品がカバーし、当初予想の11,100百万円の見込で 

  あります。営業利益につきましては、景気減速の影響をうけ、車両部品の北米向け受注減及び新製品対応による立ち上げ費用の 

  増加、労務費を中心とする原価削減に時間を要していること、金型の受注減少等の要因で、前回予想比較90百万円悪化の△290百 

  万円、経常利益は営業利益の減少をうけ△190百万円、四半期純利益は△200百万円となる見込であります。 

 

（４）通期の個別業績予想 

   第２四半期の業績予想をふまえ、売上高につきましては、当初予想の23,500百万円、利益面につきましては、営業利益は△250百 

  万円、経常利益は△200百万円、当期純利益は△250百万円となる見込であります。 

 

（注）上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成しておりますので、実際の業績は今後の要因により予 

   想数値とは異なる場合があります。  

  
以 上
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